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予防
教育

13︓30 ～　開会あいさつ ・ 来賓あいさつ
13︓35 ～　薬物依存症当事者（群馬ダルク）
13︓50 ～　ネット ・ ゲーム当事者 ・ 家族
14︓05 ～　薬物依存症者の家族（家族会）
14︓20 ～　ネット ・ ゲーム依存症とは　（伊藤賢一　群馬大学社会情報学部教授）
14︓55 ～　休憩
15︓00 ～　薬物依存症とは　（竹村道夫　赤城高原ホスピタル院長）　
15︓35 ～　トークセッション（司会 ・ 近藤京子）
16︓25 ～　アンケート記入 ・ 閉会　

あなたの身近にある依存症

令和 2 年 1 月 13 日（月・祝）
会場

高崎市総合
保健センター

群馬教室
新しい依存症予防教育
教育関係者や保護者、 地域住民に依存症に対する正しい理解を深め
る場を提供します。

依存の問題は、 薬物だけでなくインターネット、 ゲームなど
幅広い分野に広がっています。 実は私たちの身近にある
依存について、 一緒に考えてみませんか︖　ハマって
しまう背景に何があるのか。 予防には何が大切
なのか。 経験豊富な支援者、 依存経験者、
家族の視点から情報を共有し、 皆様と一
緒に考える新しいタイプの予防教室で
す。 地域で予防や支援に関わって
る方はもちろん、 依存症って
何︖　と思っている方もぜひ
ご参加ください。

無料 令和元年度文部科学省委託事業
依存症予防教育推進事業
https://isonyobou.jimdofree.com/

会場アクセスマップ



プロフィール

竹村 道夫 氏
特定医療法人群馬会、 赤城高原ホスピタル (0279-56-8148)　院長　
高知市生まれ。 1972 年大阪大学医学部卒業後、 帝京大学医学部精神科に入局。 1990 年 12 月に、 群馬県渋川市赤城町（旧
勢多郡赤城村）にアルコール症専門治療施設 「赤城高原ホスピタル」 を開院。 院長として、アルコール依存症、薬物乱用、摂食障害、
窃盗癖など嗜癖問題患者の治療を行っている。 また毎週金曜日には、 東京都中央区の精神科クリニック、 京橋メンタルクリニック

（03-5203-1930,1931）にて外来診療を行なっている。 近年では，窃盗症の専門医として紹介されることが多い。
◇医学博士、 精神保健指定医、 精神科専門医

群馬 DA 家族会
毎月第 2 日曜日

13 時 00 分～ 15 時 30 分
会場︓藤岡公民館

藤岡市藤岡 1639-5
TEL︓0274-22-0534

群馬ダルク家族会
家族が安心できる居場所があります。

群馬ダルク家族会はアルコール ・ 薬物（処方薬 ・ 市販薬 ・
違法薬など）依存症者を抱える家族のための家族教室です。

薬物問題などを抱える家族は、 誰にも相談できずに問題が重症化
し、 地域から孤立する傾向があります。 同じ悩みを抱える家族同士

で助け合い、 家族会を通して依存症の勉強、 本人への対応法
を学んでいきませんか︖家族会には解決策があります。

毎月第 4 日曜日　13 時 30 分～ 17 時 30 分
会場︓群馬県社会福祉総合センター

群馬県前橋市新前橋町 13-12
参加費︓家族 1 組 2000 円

※日程と会場に変更がある月もあります。
ホームページの家族会日程表を

ご確認くさい。
※秘密厳守します。

群馬ダルク
　依存症は回復できます。 依存

症の悪循環から治療のプロセスへ。
群馬ダルクはアルコール・薬物 ( 処方薬・市販薬・

違法薬など ) 依存症からの回復支援施設です。 依存
症すべてに共通することは、 一度依存症になると一生付き合っ

ていかなければいけない病気になります。 依存症は慢性的な病気で
すが、 適切な治療の継続で回復できます。 同じ経験を持つ仲間と共に依

存症にふりまわされない自由を生きていく練習をしませんか︖群馬ダルクには解決策
があります。

主な活動はダルクの運営、 ボランティア活動、 薬物乱用防止活動、 各地のダルク ・ 家族会 ・
関係機関 ・ 矯正施設へ治療プログラム提供など、 群馬県をはじめ各地へメッセージを運んでいます。

  近藤 京子 氏　
一般社団法人オンブレ ・ ジャパン代表理事、 やっかれん ・ プログラム ・ コーディネーター。 

1999 年より ASK ( アルコール薬物問題全国市民協会 ) 発行 ・ 季刊 Be! の編集に携わる。
2009 年、 スペインで年間 1 万 8000 人のアディクション問題を持つ人とその家族に対応する非営利

組織 「プロジェクト ・ オンブレ」 で特別研修を受ける。
帰国後は、各地の依存症関連施設や家族会などでグループを担当する。 ほか、当事者、

家族向けプログラムを開発。
2019 年、 一般社団法人オンブレ ・ ジャパンを設立。

伊藤 賢一 氏
ネット健康問題啓発者養成全国
連絡協議会筆頭副代表
群馬大学社会情報学部教授
1965 年生まれ
東京大学大学院人文社会系研究科博士課程
修了、 博士（社会学）
2001 年より群馬大学社会情報学部勤務
2009 年より青少年とインターネット問題の調査研究に携
わる
2017 年よりネット健康問題啓発者養成全国連絡協議会筆頭
副代表
 
著書 ・ 論文等
・ 「小中学生におけるインターネット依存をもたらす諸要因 ― 群
馬前橋市における追跡調査に基づいて ― 」 『群馬大学社
会情報学部研究論集』 第 26 巻 , pp. 1-14, 2019
・ 「ネット依存問題～なぜ惹きつけられるのか社会学の
視点から考える～」（矢野さと子 ・ 本間史祥との共
著）『スマホ ・ ネットの長時間接触による健康被
害の実際と対策～ネットリスク啓発者と保護
者のテキスト～』
ネット健康問題啓発者養成全国連
絡協議会 THInet 内容 ・ 教材
開発委員
会編 , pp. 53-63, 2019

     参加申し込み　FAX 用　　FAX 番号 03-5856-4827　（やっかれん）    

お名前

メールアドレス

所属 □行政　□教育　□医療　□当事者家族　□回復支援施設　□アディクション関係団体 □薬家連　□学生　□報道　□一般

お知りになった経緯 □ウェブサイト　□友人　□ニュースレター　□チラシ　□薬家連　□その他広告

該当する項目の□にチェックを入れてください。

当日参加も可能、 先着 150 名

参加申し込みページ


